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首振り切替えネジ

ストッパー

MIST スイッチ
FAN  スイッチ

PM-660MFZ

排水栓

通電コードコネクタ 首振連結アーム

アース付
電源コード (1.75m）
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排水栓



・ファンモーターは高速回転しています。すべての危険、警告、注意事項をご確認の上、
   ご使用ください。
・本機は水平な安定場所に設置し、動き出さないような車輪止め等の措置をしてください。
   建物や、設備から１ｍ以上離して使用してください。
・本機のまわりに引火物を置かないで下さい。また、引火物が充満するような場所
   で使用しないでください。
・降雨や雷鳴時は屋外で使用しないでください。感電や落雷の危険があります。
・本機を使用中、異常を感じたら直ちに本機の使用を止め、販売店までお問い合わせ
   ください。
・回転部分のカバー類を取り外したまま絶対に使用しないでください。
・運転中は回転部分に絶対に近づかないようにしてください。ファンなどの回転部
   分に手や身体、衣服などが巻込まれて、けがをする恐れがあります。
・改造は絶対にしないでください。
・電気機器に直接噴霧しないでください。漏電・感電の危険があります。
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75%

50%

※設計標準仕様時間は、送風ファン本体部のみに適用。附属のポンプとミストプレートなどの消
耗品には適用しません。



運転中は、本機のまわりをよく見て安全を確認してください。
・ 噴霧された水を飲用などに用いないでください。
・衛生上、必ず新しい水道水を使用してください。またゴミ等を吸いますと故障の
   原因となり、本機の能力の低下及び損傷につながりますので注意してください。
・洗剤、化学薬品等は絶対に使用しないでください。
・ 本機使用の推奨温度は０℃～４０℃です。吸水温度は最高４０℃です。
・オフシーズンは必ず水抜きの作業を行ってください。ポンプが凍結しますと故障
   の原因となります。
・ 本機の点検、整備、調整を行う場合は、必ず電源を抜いて安全に作業を行ってく
   ださい。
・日常点検、整備を必ず行い本機を常に良好な状態にしておいてください。不具合
   がある状態や問題のある状態で操作すると、ケガをしたり本機が故障する原因と
   なります。
・ファンは無理に手で動かさないでください。

・運転中、停電または故障などで電源が切れた時は、本機の FAN、MIST スイッチを 

・設置する際は必ず平坦な場所に設置し、前車輪にスト ッパーをかけ車止めをしてください。
   安定のため、後車輪は市販の車輪ストッパーゴムなどで固定してからご使用ください。
・雨天時は必ずファン及びポンプを停止させ、電源プラグを抜いて、感電及び故障の恐れが
   ありますので、本機を屋内に移動してください。
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組立用工具 ( 試供品）
10/14mm スパナ　2個 ( 又は 10/12mmｘ２個、12/14mmｘ1個）
　17/19mm スパナ　1個
　ラジオペンチ　　   1 個
　※組立の際に手持ち工具と試供品の工具をご利用してください。

補修部品 ( 附属）
首振連結アーム　1個、首振切替ネジ　２個、

10

必ず OFF にしてください。 
・100Ｖ（50/60Hz）で使用してください。電気部品の損傷につながります。

組立ボルト ( 附属）
スタンド組立ボルト　4組

※下記の工具、部品はタンク内に収納しています。

緩み止めネジ　　2個



フック 前ガードのフック フック

※スタンドのベースを横にしてから、タンクをベースにセットして、附属の 14mmスパナで
    ボルトをしっかりと固定してください。

羽根

ベース

ベース

ポンプ

ミストプレート

後ガード 後ガード
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前ガードのフックを真上に

※ポンプをタンクにセットして、通電コードを先に
タンクの背面の穴から取り出し、後に 2種類のタッチ
チュープを穴を通して（図 A) のように接続ください。

真上に真上に

●タンク底部に付いている組立ボルト 4本（M14x10ｍｍ）及びタンクワッシャーを使用してください。

●スタンド組立ボルト 4本（M10x25mm、スプリングワッシャー、丸ワッシャー付 ) を使用してください。

●モーター部に付いているボルト 4本（M10x12ｍｍ、スプリングワッシャー、丸ワッシャー付 )
　を使用してください。

●ミストプレートに付いているボルト 4本（M10x10ｍｍ、スプリングワッシャー、丸ワッシャー付 )
　を使用してください。

●タンクの中にポンプ、ハンドル、チュープ、取扱説明書、組立用工具、組立ネジなどの部品を
　収納しています。組立の際に取り出してご使用ください。



通電不良や浸水を防止するため、必ず通電コードのコネクタをしっかり接続して、
ネジキャップを閉めてください。

→ →

通電コードコネクタを取付け方法 ( 上記図 A,B,C ）
　通電コードコネクタの両方をしっかり差込んで、キャップを回して閉めてください。

※通電コードコネクタをしっかり接続して、キャップを閉めてください。

※通電コードコネクタをしっかり接続して、キャップを閉めてください。

※通電コードコネクタをしっかり接続して、キャップを閉めてください。

-7-

通電

電源

通電

ポンプ通電コード

モーター通電コード ミストプレート
通電コード

注意
通電コードコネクタ

ネジキャップ

タッチチューブ



●周囲１ｍ以内に子供や設置者以外は入れないようにしてください。
●タンクに水がない状態では、本体が不安定になり、バランスを崩れて倒れやすい状態ですので
　ご注意ください。
●設置する際は必ず平坦な場所に設置し、車輪にスト ッパーをかけ車止めをしてください。
　安定のため、後車輪は市販の車輪ストッパーゴムなどで固定してからご使用ください。

・子供が本機に触れることがないよう、また事故防止の為、無人運転の際は本機から１ｍ以内
  の範囲に人が立ち入らないよう対策を行ってください。
・強風時は転倒の恐れがありますので、本機を使用しないでください。

禁止

電源の接続
FANとMIST スイッチOFF にしてから電源プラグをコンセントに挿してください。

・必ずアース線に接続して使用してください。（電気設備技術基準 第１８～２８条により
   第 3 種接地工事を行ってください。）
・アース線をガス管に接続しないでください。火災、爆発の原因になります。
・電源コードを踏んだり引っ張ったり、上に物をのせたりせず大切に扱ってください。
   また、加工しないでください。火災、感電の原因になります。
・電源コードが損傷している場合は、そのまま使用しないでください。
・本機や通電部分（各種装置、電源コード、コンセントなど）に水がかからないように
   してください。また、濡れた手で通電部分をさわらないでください。
・通電の状態で、点検、整備をしないでください。感電の恐れがあり、非常に危険です。
   必ず本機のスイッチをＯＦＦにし、さらに電源プラグを抜いてから作業してください。

危険

・本機が雨に濡れたまま使用すると漏電・故障の恐れがあります。使用しない時はタンクの
  水を抜いて屋内で保管してください。
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側

、OFF= 停止の順で切り換えます。

※上下角度を調整ネジ

首振り切替えネジセット方法

開

閉

閉

開スイッチは９０度間隔で、開ー閉ー開ー閉の順で
霧の量を調整出来ます。

※図の状態は首振りありの位置にセットした状態です。
※危険ですので、首振り切替えネジを取付けた後に、

(出荷時は首振りありの状態です。）

角度
角度

＋

緩み止めネジ
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１

１

２

２

３

４

４

５

首振切替ネジ

B 首振なし

首振あり

＋

緩み止めネジ

５

５

OFF

ON

※スタンド側面の FAN スイッチとモーター部の風速の切り替えスイッチ

　　を同時に ON にしないとファンが回転しません。

スタンド側面の噴霧量調整ダイヤル ( 図３）で噴霧量を調整

上下角度調整方法

噴霧量調整方法

風速の切り替え

※危険ですので、上下角度調整ネジを取付けた後に、
必ずしっかり締めて下さい。

必ず、緩み止めネジをしっかり締めて下さい。

首振連結アーム

してください。

( 裏側）

首振連結アーム

モーター底部
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●モーター部の電源スイッチがOFF です。
　

●モーター部の電源スイッチをONにする。
●通電コネクタを確実に接続する。

オフシーズンは必ずタンクの水抜きとふき
取り作業を行い、ポンプをタンクから外
して、2種類のタッチチュープと一緒に
大切保管してください。

●通電コードのコネクタが外れて入る。

別売部品
羽根、ファンモーター、ミストプレート、ポンプなど別売部品は当社でお求めください。

●本機は湿気の少ない屋内に保管してください。

タンクなどのプラチック部品を手入れするには
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